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４月の主な活動
 ３日 青年委員会四役会議

 10日 第６回四役会議
 （第３回戦術会議）

  第３回青年委員会

 13日 土曜労働相談会

  第３回女性委員会

 17日 第６回執行委員会
 （政策委員会）

 18日 県中央メーデー
  　　運営委員会

 27日 第84回新潟県
  　　中央メーデー

粘
り
強
い
交
渉
を
進
め
よ
う

拡
大
闘
争
委
員
会
で

　
現
段
階
の
状
況
を
確
認

「
妥
結
ミ
ニ
マ
ム
基
準
額
」
は

『
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
・
相
当
分
の
四
五
〇
〇
円
以
上
』

一丸となって
闘おう

　

三
月
三
〇
日
長
岡
市
の
長
岡

商
工
会
議
所
に
お
い
て
、
二
〇

一
三
春
季
生
活
闘
争
勝
利
！
中

小
・
地
場
総
決
起
集
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
齋
藤
会
長
か
ら
の

力
強
い
激
励
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
中
小
組
合
を
代
表
し
て
、

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
の
岩
渕
勝
衛
さ

ん
、
基
幹
労
連
の
川
田
泰
英
さ

ん
、
私
鉄
総
連
の
新
保
淳
さ
ん

か
ら
現
段
階
の
状
況
報
告
と
今

後
の
決
意
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
中
越
地
協
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト

（
青
年
女
性
）
委
員
会
の
石
塚

亮
さ
ん
が
提
案
し
た
集
会
ア
ピ

ー
ル
を
確
認
し
、
中
越
地
協
の

矢
島
良
彦
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
の
あ
と
、
参
加
者
全
員
で

会
場
か
ら
大
手
通
り
そ
し
て
長

　

連
合
新
潟
は
三
月
二
六
日
に

拡
大
闘
争
委
員
会
を
開
催
し
、

こ
の
間
の
各
地
協
・
支
部
に
お

け
る
総
決
起
集
会
や
単
組
代
表

者
会
議
、
産
業
別
部
門
連
絡
会

（
産
業
別
共
闘
連
絡
会
議
）
な

ど
各
地
域
・
産
業
に
お
け
る
取

り
組
み
と
第
三
回
集
計
（
三
月

二
一
日
現
在
）
で
の
要
求
お
よ

び
回
答
・
妥
結
集
計
結
果
を
ふ

ま
え
、
賃
金
改
善
に
向
け
た
最

終
盤
の
闘
い
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
は
二
〇
一
三
春
季

生
活
闘
争
方
針
の
確
立
段
階
で
、

「
マ
ク
ロ
的
観
点
か
ら
す
べ
て

の
組
合
が
一
％
を
目
安
に
賃
金

を
含
め
適
正
な
配
分
を
求
め
て

い
く
」
と
し
て
、
賃
金
制
度
が

未
整
備
な
組
合
は
産
別
指
導
の

も
と
で
、
連
合
が
示
す
一
歳
・

一
年
間
差
の
社
会
的
水
準
で
あ

る
五
〇
〇
〇
円
を
目
安
に
維
持

を
は
か
る
と
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

賃
金
引
上
げ
要
求
目
安
と
し

て
、
連
合
新
潟
二
〇
一
三
地
域
ミ

ニ
マ
ム
運
動
・
二
〇
一
二
年
度
賃

金
実
態
で
は
、
規
模
三
〇
〇
人

未
満
の
平
均
的
な
賃
金
カ
ー
ブ

維
持
分
は
四
四
九
六
円
（
前
年

四
一
二
八
円
）、
三
〇
〇
人
以
上
の

大
手
も
含
め
た
全
産
業
の
賃
金

カ
ー
ブ
維
持
分
は
四
九
四
〇
円

（
前
年
四
二
七
七
円
）
と
前
年

調
査
よ
り
増
加
し
て
い
る
こ
と

岡
駅
前
ま
で
デ
モ
行
進
を
し
て

市
民
の
み
な
さ
ん
に
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
の
各
労
働
組
合
の

取
り
組
み
や
春
闘
結
果
が
、
県

内
地
場
の
相
場
形
成
や
未
組
織

労
働
者
を
抱
え
る
企
業
へ
波
及

す
る
こ
と
で
、全
体
の
底
上
げ
・

底
支
え
と
な
る
よ
う
、
一
丸
と

な
っ
て
闘
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

中
央
・
大
手
組
合
で
は
三
月

一
三
〜
一
四
日
を
最
大
の
ヤ
マ

場
に
春
闘
交
渉
が
ほ
ぼ
終
了
し
、

自
動
車
や
情
報
関
係
で
は
一
時

金
の
満
額
回
答
が
続
き
、
小
売

業
の
大
手
組
合
に
お
い
て
定
昇

と
ベ
ア
の
実
施
を
表
明
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
一
方
で
、
電

機
な
ど
で
は
定
昇
維
持
と
一
時

金
は
業
績
連
動
で
踏
み
と
ど
ま

る
な
ど
、
企
業
ご
と
に
置
か
れ

た
環
境
が
異
な
る
こ
と
か
ら
バ

ラ
つ
き
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

中
小
や
下
請
け
企
業
、
そ
し

て
県
内
の
地
場
企
業
、
あ
る
い

は
大
手
・
中
小
に
か
か
わ
ら
ず

非
正
規
労
働
者
な
ど
へ
す
ぐ
に

波
及
す
る
状
況
と
は
な
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　

今
後
は
中
小
・
地
場
組
合
の

回
答
に
結
び
つ
け
る
べ
く
、
組

織
の
総
力
を
結
集
し
て
上
積
み

交
渉
を
展
開
し
て
い
き
、
政
府

（
安
倍
首
相
）
の
経
営
団
体
へ

の
賃
上
げ
要
請
で
は
な
く
、
私

た
ち
労
働
組
合
の
力
で
労
使
自

治
の
も
と
、
賃
金
の
底
上
げ
・

底
支
え
を
求
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

か
ら
、
①
賃
金
カ
ー
ブ
の
算
定

が
可
能
な
組
合
は
、「
賃
金
カ

ー
ブ
の
確
保
・
カ
ー
ブ
維
持
分

の
労
使
確
認
＋
賃
金
改
善
分

一
％
以
上
」、
②
賃
金
カ
ー
ブ

の
算
定
が
困
難
な
組
合
に
お
い

て
は
、「
賃
金
カ
ー
ブ
の
確
保

相
当
分
の
四
五
〇
〇
円
＋
賃
金

改
善
分
一
％
以
上
」
と
し
て
き

ま
し
た
。

　

雇
用
の
維
持
・
安
定
と
賃
金

カ
ー
ブ
維
持
・
相
当
分
を
確
保

し
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
の
実
現
や
労
働
時
間
短
縮

の
取
り
組
み
、
さ
ら
に
は
す
べ

て
の
組
合
が
要
求
に
盛
り
込
む

と
し
た
ミ
ニ
マ
ム
課
題
等
に
つ

い
て
も
協
議
を
強
め
、
組
合
員

の
期
待
に
応
え
る
だ
け
で
な
く
、

未
組
織
労
働
者
へ
の
波
及
効
果

も
意
識
し
て
最
後
ま
で
粘
り
強

い
交
渉
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

（現①・46）
（民主党公認）

かわい たかのり
＊UAゼンセン
＊現①・48

石上 としお
＊電機連合
＊新・50

神本 みえ子
＊日教組
＊現②・64

浜野 よしふみ
＊電力総連
＊新・51

連合新潟　2013春季生活闘争 第4回要求集計結果（4月5日現在）
☆調査対象410組合（71,180名）のうち、要求提出報告があったのは225組合（36,157名）。
☆平均方式220組合（33,311名）、個別Ａ方式４組合（2,749名）、Ｂ方式１組合（97名）
☆要求なし13組合（4,558人）
☆集計可能な組合は149組合（33,997名）。集計結果は以下のとおり。
☆額・率両方のデータのない組合は集計対象外。

集計組合 組合員１人あたり平均 １組合あたり平均
（加重平均） （単純平均）

組合数 人員 金額 率 金額 率
計 149 33,997 6,186 2.45 5,782 2.60 

連合新潟　2013春季生活闘争 第4回回答・妥結結果（4月5日現在）
☆回答・妥結報告があった組合は102組合（38,061名）。
☆集計可能な平均方式組合の結果は以下のとおり。
☆「2013額・率」と「2012額・率」すべてのデータがないところは集計対象外。

定昇込み平均賃上げ方式【 回答・妥結集計 】

集計組合 2013 2012実績 対　　　　比
加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率
計 58 22,911 4,933 1.84 3,934 1.58 4,710 1.78 3,890 1.59 223 0.05 44 -0.01 

妥結ミニマム基準額＝「賃金カーブ維持・相当分の4,500円以上」

◆賃金カーブの維持とあわせて、その賃金カーブ水準が4,500円に満たない単組につ
いても4,500円をめざす。
◆少なくとも前年実績を確保する。

　連合新潟では、県内の賃金カーブ維持・相当額を必ずや獲得できるよう、「妥結ミニマム基
準額」を『賃金カーブ維持・相当分の4,500円以上』とします。
　賃金カーブの維持とあわせて、その賃金カーブ水準が4,500円に満たない単組についても
4,500円をめざすとして、少なくとも前年実績を確保することとして設定しました。
　県内では、まだまだ交渉継続中の組合、未決着の組合がたくさんあり、これからヤマ場とな
る組合もあります。
　未解決組合は、連合新潟で設定した「妥結ミニマム基準額」や、県内の回答妥結の集計結果
を参考に、組合員の期待に応える回答の引き出しと、賃金水準の改善に結び付ける解決をめざ
しましょう！
＊個別Ａ方式…賃金制度等があり、同一年齢ポイントのベースアップ要求を行う方式。
＊個別Ｂ方式…賃金制度等があり、１歳前からの定期昇給込みで要求を行う方式。
＊構成組織毎の集計結果および一時金集計結果については、連合新潟ホームページを参照ください。

◇改正労働関係法①
　昨年から労働関係の各種法律が改正され、2012年８月の労働契約法、
10月には労働者派遣法、そして2013年４月からは高年齢者雇用安定法
と施行されました。連合新潟では、この各労働法改正のチェックポイ
ントやＱ＆Ａなどをまとめた冊子を作成しました（写真掲載）。各構
成組織および単組へ１冊ずつ送付しましたので、ぜひご活用ください。
　今回から「 ◇改正労働関係法」として、
改正のポイントや注意点を紹介していきます。

　「改正高年齢者雇用安定法」の施行により60歳などで定年を迎えた労働者のうち希望者全員の継
続雇用制度の導入が義務化されました。老齢厚生年金（報酬比例部分）の受給開始年齢について、
今年度（2013年度）より受給開始年齢が３年ごとに１歳ずつ段階的に引き上げられますが、女性
については男性より５年遅れで2018年度から引き上げが行われます。その間に再雇用等された場
合の男女間の年金支給額の差異による賃金格差が懸念されますが、男女雇用機会均等法においては
男女間の５年の差をもって賃金に差をつけることは違法であり、また労働基準法（第４条）におい
ても、「使用者は、労働者が女性であることを理由として、賃金について、男性と差別的取扱いを
してはならない」とあるとおり、男女間による年金受給額の差異のみを理由として賃金に差別をつ
けることは違法となります。（ただし、勤続年数や経験、役職等による差はこの限りではありません。）
　したがって、60歳を超えて再雇用等をされた男女の社員（従業員等）が、男女間の年金受給額の
差異のみを理由として賃金に格差を設けることは違法となります。
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本
格
的
な
春
。
皆

さ
ん
の
家
の
近
く
や

学
校
、
公
園
で
桜
は

開
花
し
ま
し
た
か
。

県
内
に
は
桜
の
名
所

が
沢
山
あ
り
、
お
花

見
を
楽
し
み
に
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

桜
の
品
種
は
四
〇
〇
種
以
上
あ
り
、

バ
ラ
科
サ
ク
ラ
亜
属
と
い
う
種
類

の
樹
木
を
ま
と
め
て
呼
ぶ
名
前
で

す
。
野
生
種
を
交
配
さ
せ
作
り
上

げ
、
寿
命
は
数
十
年
か
ら
千
年
前

後
ま
で
様
々
。
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
品
種
は
「
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
」
で

江
戸
時
代
に
作
ら
れ
ま
し
た
。
最

近
は
「
し
だ
れ
桜
」「
八
重
桜
」

も
独
特
の
美
し
さ
が
あ
り
好
ま
れ

て
い
ま
す
し
、さ
く
ら
ん
ぼ
の「
佐

藤
錦
」
も
仲
間
で
す
。
ピ
ン
ク
の

色
は
人
の
心
を
和
ら
げ
安
心
感
を

も
た
ら
し
ま
す
。

　

人
が
桜
を
愛
す
る
由
縁
で
す
。

 

（
Ａ
・
Ｙ
） 土曜相談会 ５月は11日に開催

Ｂ
むかしながらの味「肉煮込み」

　新発田支部のおすすめの逸品は、連合下越事務所から徒歩１分、
「渡長食堂」の肉煮込みです。
　肉煮込みは、昭和37年に新発田で生まれたスーパーの切れ端肉
で作られ、当時お肉が高い時代に安価で提供でき、汽車時間の待
ち合わせや、仕事帰りの上がり酒のつまみとして重宝されました。
　大根、ニンジン、山菜、コン
ニャク、長ネギ等の具材に脂身
多めの豚肉を醤油で煮込み、肉
の脂がうまみを引き出します。
　これにぬるめの日本酒を流し
こめば、昭和の時代が蘇ります。
　その他、ラーメン（500円）
や新発田名物げんこつ餃子も有
ります。
　下越地協をお訪ねの際は、ぜひ昭和の味をお楽しみください。
　　◆渡長食堂
　　　　新発田市本町1-1-4　　電話 0254-22-3047
　　　　営業時間 11：00～14：00　17：00～20：00
　　　　日曜定休 （新発田支部）

３月のホームページ・アンケート結果発表
質問： オリンピック競技にレスリングを復活させてほしい。
　レスリングは古代オリンピックから伝統的に採用されてい
る競技のひとつだそうです。私も復活させてほしい１人です
が、それは女子が強いから。
それに十日町で合宿するので、何となく親近感があるなどの
理由からです。除外された理由には様々あるようですが、オ
リンピック競技の採用に、政治的な力関係が影響するなんて
言われると、ちょっと残念ですね。
　４月のＨＰアンケートは、選挙に関する質問です。
投票お待ちしています。

飽
食
と
餓
死
の

格
差
を
な
く
そ
う
！

「1000万連合」
実現に向けて！

■
組
織
拡
大
取
り
組
み
報
告
①

交
通
労
連
書
記
長　

橋
本
義
明

　
「
組
織
拡
大
」
活
動
は
、
産

別
は
も
と
よ
り
現
場
を
支
え
る

単
組
に
と
っ
て
も
喫
緊
の
最
重

要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
交
通
労
連
新
潟
県
支

部
も
、
こ
こ
一
〇
年
間
で
二
〇

組
合
お
よ
そ
二
千
人
の
組
合
員

が
減
少
し
、
中
に
は
過
半
数
を

維
持
で
き
な
い
と
い
う
組
合
も

あ
り
、
ま
さ
に
危
機
的
な
状
況

に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の

中
で
今
年
一
月
よ
り
、
新
潟
市

に
本
拠
の
あ
る
県
都
タ
ク
シ
ー

労
組
（
組
合
員
数
三
九
名
、
田

中
元
春
執
行
委
員
長
）
の
皆
さ

ん
か
ら
加
盟
（
正
式
に
は
「
全

新
潟
タ
ク
シ
ー
労
組
」
加
入
で

県
都
分
会
）
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

県
都
タ
ク
シ
ー
は
、
新
潟
市

に
あ
る
都
タ
ク
シ
ー
の
系
列
企

業
で
あ
り
、
以
前
よ
り
全
新
潟

タ
ク
シ
ー
労
組
・
都
分
会
の
役

員
を
通
じ
て
、
交
通
労
連
加
盟

を
要
請
し
て
い
た
も
の
で
す
。

　

今
日
の
タ
ク
シ
ー
産
業
は
、

供
給
過
剰
・
低
運
賃
競
争
そ
し

て
運
賃
カ
ル
テ
ル
問
題
な
ど
課

題
が
山
積
し
て
お
り
、
今
後
、

県
都
タ
ク
シ
ー
の
皆
さ
ん
と
力

を
合
わ
せ
、
課
題
解
決
に
向
け

た
取
り
組
み
を
重
ね
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

交
通
労
連
で
は
現
在
、
九
つ

あ
る
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
組
織
を
フ

ル
回
転
さ
せ
、
全
力
を
挙
げ
て

「
組
織
拡
大
」
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

組
織
拡
大
の
目
的
は
、
労
働

組
合
の
社
会
的
発
言
力
を
増
し
、

影
響
力
を
高
め
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
同

時
に
、
労
働
組
合
の
財
政
基
盤

の
安
定
化
に
大
き
く
寄
与
す
る

こ
と
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、「
一
人

で
も
多
く
の
仲
間
を
増
や
す
」

努
力
を
果
敢
に
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

連
合
新
潟
は
一
九
九
七
年
か

ら
「
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
救
援

米
」
の
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
新
潟
県
内
の
休
耕
田

を
活
用
し
、
飢
餓
で
苦
し
む
カ

都タクシー はとタクシー
富士タクシー さくら交通
万代タクシー あさひタクシー
第一タクシー 光タクシー
栄タクシー 県都タクシー

新潟地区はこのタクシー10社です

ン
ボ
ジ
ア
（
以
前
は
マ
リ
共
和

国
に
も
）
の
子
ど
も
た
ち
に
お

米
を
届
け
る
運
動
で
す
。

今
年
度
は
県
央
・
上
越
地
協
な

ど
の
協
力
で
、
一
、
二
三
八
キ

ロ
グ
ラ
ム
を
収
穫
し
て
い
ま
す
。

　

三
月
二
一
日
、
新
潟
市
の
日

本
通
運
倉
庫
で
「
ア
ジ
ア
・
ア

フ
リ
カ
救
援
米
発
送
式
」
を
行

い
、
参
加
の
組
合
員
か
ら
見
送

ら
れ
て
、
横
浜
港
に
向
け
て
出

発
し
ま
し
た
。

　

協
力
い
た
だ
い
た
農
家
の

方
々
や
田
植
え
、
稲
刈
り
に
参

加
さ
れ
た
地
協
組
合
員
の
み
な

さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
ま
し
た
。

2013年「太陽と緑の週」休日調査の集計結果について
（日本労働組合総連合会新潟県連合会）

☆調査対象組合
　連合新潟加盟組合の民間265組合（運輸・ハイタク・流通関係を除く）を対象としました。

☆調査・集計
　往復はがきによるアンケート方式で、2013年3月に実施しました。4月10日までに回答のあっ
た155組合（回収率58.5％）のうち、各項目で集計可能な組合の結果は以下のとおりです。

（1）業種別集計

業種 鉱 業 建設業 製造業 電気・ガス・
熱供給・水道業

情　報
通信業

金融・
保険業 不動産業 医療・福　祉

教　育・
学習支援

複　　　合
サービス業

サービス業
・そ の 他 計

平　均
休日数 8.0 7.4 7.9 7.2 7.0 6.0 8.0 6.4 5.3 6.0 5.8 7.6

（2）連休パターン（10～4連休のパターン）
4/27㈯4/28㈰4/29㈪4/30㈫ 5/1㈬ 5/2㈭ 5/3㈮ 5/4㈯ 5/5㈰ 5/6㈪ 該　当

組合数 比率 （参考）
昨年度

該　当
組合数 比率昭和の日 憲法記念日 国民の祝日 こどもの日 振替休日

10連休 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 21 13.9%

10連休合計 21 13.9% 10連休 - -

9連休 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5 3.3%
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 4.0%

9連休合計 11 7.3% ９連休 37 21.5%

8連休 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 0.7%
8連休 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 4.0%

8連休合計 7 4.6% ８連休 11 6.4%

7連休 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 0.0%

7連休合計 0 0.0% ７連休 0 0.0%

6連休 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3 2.0%
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4 2.6%

6連休合計 7 4.6% ６連休 0 0.0%

5連休 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 0.7%
△ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ 4 2.6%

5連休合計 5 3.3% ５連休 6 3.5%

4連休
△ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 28 18.5%
△ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 57 37.7%
△ △ △ △ ○ ○ ○ ○ 10 6.6%

○＝休日　　△＝休日/出勤日のいずれか　　空白＝出勤 4連休合計 95 62.9% ４連休 104 60.5%

10～5連休合計 51 33.8% ９～５連休 54 31.4%

＊　調査の概要
１．４月27日から５月６日まで（10日間）の平均休日数は、7.6日でした。平均休日数は昨年（2012
年）より、0.7日増加しています。この間、10連休とした組合は21組合でした。５連休以
上の組合は33.8％で昨年より2.4％上昇していますが、８連休以上の組合は2.1％減少して
います。

２．規模別では、100～299人が最も多く7.9日となっており、99人以下が7.0日と少なくなっ
ています。

３．業種別では、鉱業・製造業・不動産業が８日、建設業・電気・ガス・熱供給・水道業・情報
通信業が７日以上と平均休日数が多く、教育・学習支援が5.3日と少なくなっています。８
連休以上の組合は、製造業が大部分を占めています。

４．メーデー（５月１日）が休日となっている組合は、51.0％でした。

連合新潟ホームページからの案内
※ 春季生活闘争集計結果は連合新潟ホームページアドレスの情報公開デ
ーターに掲載しています。
※メーデー情報
・新潟県内開催一覧が掲載してあります。
あなたの地域での開催日・場所・時間を確認し、ぜひご参加下さい。

パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
サ
ー
ビ
ス
事
業

新
た
な
展
開
へ

　
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー

ト
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
」（
Ｐ

Ｓ
事
業
）
は
、
県
内
で
は
昨

年
六
月
、
内
閣
府
の
「
寄
添

い
型
・
伴
走
型
の
生
活
・
就

労
支
援
」
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
、
三
月
末
で

終
了
し
ま
し
た
。

　

新
潟
県
で
は
、
こ
の
Ｐ
Ｓ

事
業
を
連
合
新
潟
、
新
潟
労

金
、
総
合
生
協
な
ど
で
構
成

す
る
「
新
潟
県
労
働
者
福
祉

協
議
会
」（
新
潟
県
労
福
協
）

が
県
か
ら
受
託
、
新
潟
、
長

岡
、
上
越
を
拠
点
に
事
業
を

展
開
し
、
三
月
末
で
は
、
相

談
件
数
延
べ
七
七
〇
八
件
、

継
続
相
談
者
四
九
〇
人
と
い
う

状
況
で
し
た
。

　

事
業
を
通
じ
て
浮
き
彫
り
と

な
っ
た
課
題
は
、
①
仕
事
を
失

っ
た
こ
と
に
伴
い
、
家
庭
・
借

金
・
健
康
等
の
複
合
的
な
悩
み

を
抱
え
る
中
・
高
年
層
（
四
〇

〜
六
〇
歳
代
）、
②
引
き
こ
も

り
や
う
つ
な
ど
の
症
状
が
長
引

き
、
自
立
し
よ
う
と
い
う
意
識

が
薄
れ
、
就
労
か
ら
遠
ざ
か
る

若
年
層
（
二
〇
〜
三
〇
歳
代
）、

③
衣
食
住
の
欠
如
に
よ
り
生
活

が
ひ
っ
迫
状
し
、
緊
急
支
援
が

必
要
な
ホ
ー
ム
レ
ス
状
態
に
近

い
層
―
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
社
会
的
に
排
除
さ

れ
や
す
く
、
既
存
の
制
度
や
支

援
で
は
、

対
応
が
困

難
な
こ
と

か
ら
生
活

困
窮
者
の

支
援
継
続
の
必
要
性
は
明
ら
か

で
す
。

　

厚
生
労
働
省
は
、平
成
二
五
・

二
六
年
度
に
新
し
い
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
「
生
活
困
窮
支
援
」

な
ど
の
事
業
を
行
い
、
二
七
年

度
か
ら
制
度
化
、
本
格
実
施

に
移
す
予
定
で
す
。

　

し
か
し
、
政
権
交
代
し
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
四
月
に
な

っ
て
新
事
業
の
募
集
要
項
が

示
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
新

潟
県
で
は
、
空
白
期
間
を
生

ま
な
い
た
め
に
、
新
し
い
事

業
が
国
か
ら
示
さ
れ
公
募
に

よ
る
受
託
団
体
が
決
ま
る
ま

で
の
二
〜
三
ヶ
月
、
新
潟
県

労
福
協
と
随
意
契
約
を
結
び

Ｐ
Ｓ
事
業
を
継
続
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
事
業
が
受
託
で
き

る
よ
う
に
、
ス
タ
ッ
フ
一
同

連
日
奮
闘
し
て
い
ま
す
。


